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テーマ設定に基づく技術科指導計画作成の提案

A Proposal for the Syllabus Design of the Techno16gy]EducatiOn]Based on a

Thelrle Setting

室伏春樹 *

Haruki MUROFUSHI

This paper proposes a new lnethod to s)llabus design of the Technology Education in Jatpan.

Tea■ling contents ofthe Technology Education incretted by the new curriCulurn guidelines.There―

fore,the relationship Of contents lnay be lost.How℃ ver, prior studies of syllabus design did not

consider it.Thus,we illvestigated a teacher's perspectitt of create a syllabus.As a result,we

found some perspective. On this basis,we devised the rrlethod to use lettning activities of Pcriod

for lntegrated Study

キーワー ド: 技術教育 指導計画 総合的な学習の時間

1。 は じめ に

平成 20年 3月 に公示された新学習指導要領では,技術

科の指導内容が,「A技術 とものづくり」「B情報とコン

ピュータ」から「A材料と加工に関する技術」「Bエネル

ギー変換に関する技術」「C生物育成に関する技術」「D
情報に関する技術」に変更された 1)。 この変更で,こ れ

までの学習指導要領で選択項目であった「エネルギーの変

換を利用した製作品の設計 '製作」「作物の栽培」「コン

ピュータを利用したマルチメディアの活用」「プログラム

と計測・制御」が必修項目になったため,「時間数が変わら

ないまま,全ての分野が必修となり,学習内容が非常に過

密になった」2)と ぃぅ現職の技術科教員の声も間かれる。

指導内容が増加したことで,教員が作成する指導計画に

も変化が生じる:技術 。家庭科では第 1学年の最初に履修

させる項目が決められている以外に,履修内容の制限がな

ぃ 3)。 そのため,各中学校の教員が過密になった学習内容

を精選し,配当する授業時数や履修学年などを検討しなけ

ればならない。

技術科の指導計画の作成についての研究に,橋本らと

井戸らの報告がある。橋本らは,教員の教育観に基づく基

礎・基本の定着を目指した指導計画の提案を行なっている
4)。 この例示は,非専任教員に対する視点が含まれている

点で有益である。なぜならば,技術・家庭科では非専任教

員や複数校のかけ持ち教員の存在が問題視されているから

である 5)。

〈論文〉

井戸らは技術科の初任者教員を対象とした指導計画の作

成支援システムを開発している 6)。 このシステムは,前任

者の指導計画から学習活動をイメージすることや,学習活

動が学習指導要領に準拠 しているかを確認することに有

益である。なぜならば,初任者教員は指導経験が少ないた

め,指導題材の利用時期をイメージできなかったり,自身

の作成する指導計画が学習指導要領に準拠しているか確認

する作業に時間を費やしていたりするからである。

しかし,こ れらの報告には指導内容 。項目の関連が考慮

されていない。指導要領には指導内容・項目について「相

互に有機的な関連を図り,系統的及び総合的に学習が展開

されるよう題材を設定して計画を作成すること」3)と 示さ

れている。そのため,よ り適切な指導計画を作成するため

には,指導内容・項目の関連が必要である。

例えば理科教育の分野では,土谷らが学年を超えた単元

のつながりを児童に意識させることで,児童の学びに貢献

することを報告している 7)。 また,山下らは小・中学校理

科全単元での学習内容や知識の関連を明確にする取り組み

を行うことで,授業だけでなく,教員養成や教員研修にも

利用できることを示唆している 8)。 このため,技術科にお

いても,指導内容 。項目の関連に着目した研究を行う意義

がある。

そこで本研究ではまず,標準的な指導計画として教科書

会社が作成した参考資料を取 り上げ,指導内容・項目の関

連についての記述を分析する。次に,現職の技術科教員が

指導計画を作成するときの視点が調査されていないため,

指導計画を作成するときの視点を調査する。そして,得ら

れた知見をもとに,指導内容・項目の関連を踏まえた指導
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計画器作成方法を提案し,こ 綽具体制む示す。

能鮮 颯漑疱賤咤鶉鋏謳輻蝙絃  ‐

平成 24年度から仰新学習指導要領実施に合かせ,技術

科の各教科書会社から構導計画作成のた綺中参考資輝が複

数公鶏されていは 11)13)。 通こでは,こ れら鸞参考資料

を標準鞠城指導計画として取り上げ,指導薦容。項目の爾

連についての記述を分析すほ。

各参考資料で示されてい4具体鶉な繭容の鍵置れ時間数

登まと綺たものを,図 腱な示す。なお,図中のAは 「材

顆}と 加工に関すほ技術J,慇 は「エネルギー変換襲間する

技術』,Cは F生鶴育成に関すほ技術J,り は「情報な関

す感技術」を意味しており,緩弧内綽数字は機卜時間数を

示してい儡。
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各参考資料を見儡と,寵容颯鼈置 1こ「_夫が見はれる。例

えば FC生物育成に関すほ技術J録醐置‡護フ権颯薦容≧並

列に配置されていは参考資料が大半で
「

隆。なぜならば,

各教科書会社とも豊物育成の種総として,作物や裁培登検

討 していはなけ,気象条件の影響ぐ,裁培中の維持管理 籠

観察筵量授業時間量割り立ては必要ゴない。しかし,こ れ

は指導抱容 径項目の関連を想定したものでままなく,授業褥

効率イ臨を図はた褥の構置でヽほ。

指導内容 鬱項目翁関連を想定した記のとして,物 を運ポ

爾ボット時製作かΥ儀げ篠「までを実施す甕という「鶴エネル

ギー変換に関す褥技術Jと F,情報に関する技術』のM
連ガ参考資料の一部に見られた。これは,指導要領解説な

指導内容 嫁瑾目砕有機鞠な関連の一例として紹介されてい

るtので木褥。しかし,通 の関連‡蓑部分胸で鵡り FA材料

と加工‡こ爾する技術Jで 「C生物育成に関す儡技術虔と場

指導内容 。項目の関連はなしヽ。

‐m: 浣鶉鰊 颯贔 瘍躊饂唸隆

躙.量  貶量鱚鰈

現機の技術科教員が指導計画を作成すほ‡こめたり,どの

ような橋点を持つ時かを明らかにすはた綺,プ ンケート

調査脅行った。調査対象|ま,総岡県内で現機の技術料教員

2◎ 名で轟る。M査は平成 23年 豊l層 が必婚 月の間に実施

した。

騒苺蟷 鼈量感卜

指導計画の作成に卜す儡調査を行った。調査瑾圏δ点を

以下に示す。

謳躊 盪これまで瘍在颯年数

釉曰鯰作成で重要だと考えていはこと    ‐

mmm作 成で瑯まり重要でないな考えていはこと

蛉隧4作成で参考にしていは資料

謳隕滲作成で警醤いてい壕こと

R誦 写撥業で烏に付けさ憶たいこと

は9嘔 鶉慾 贔八 鶉鰈薇褥颯

瑾颯‡ 仁財 量

対象者饂Å数分権を表 1に示す。政置で,‐ 在朧年数が 1

年から10年 までな若手,11毎が必 2渉 年まぐを中堅,2董

年以上をべ鸞ランとして分類していは。これは,年代‡こま

う経験が異な慈た絣第選択瞳壽に豊ガ見られ4と考えたた

軋であ褥。

轟 豊鸞慾攀聰人数勢蕪

在騒年数 人数 (人 )

若手 (な職 1～ 11毎 )

中堅 (な職 11～20年 )

式テラン (在艤 21年～)

4

8

8

糧i屹  慮鰊椒

撥導計画の作成で重要だと考えていはことを調査す薇た

儡,図 2まこ意す 豊4頭圏鍮選択肢を提示し,対象者に上位

3項 目の順位をつけて鶴らった。名調査曜日は,学馨指導

警領の記述考中メかな夕指導計画蒔作成にI連が轟ほと筆者

が考えたものてあ慈。

図 2は ,各項目を選択した年代別鍮害』合でM4。 集計

データの 豊位を
‐
毬点,0位を 2点,3位な重点として換算

す昏これで,各対象者の意見を反映してい饒.
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全篠の傾向として,3撃年間瘍見通し,学習指導甍領へ

の準拠を選択した警け会が高かった。ただし,若手まま稲層し

たい教材 鬱教具を選択すほ害J合が数の年代より違高い。

その他靱回答駐して,「技術で育てたい生徒像 (力 )J鵞ヾ

挙げられた。

糧苺鶴 咸熙趙了                    ‐

指導計画の作成で轟まり重要でないと考えていはことな

調査すはたわF図 3に 示す 19項目や選鐘波を提示し,対

象者に複数回答をしてもはつた。名調査理理は嫁饂権登除

いた以外,質問2と 同様で轟蝙。

全体の傾向として見選徳の機業との関連姜JL学校での学

習内容を雉まり重要でないな選択した鋼合ガ高かった。た

だし,ベテテンまま社会情勢や学校の実態夕地域鰊実態鍮ど

を選択すほ害』合ざ機や年代より亀高い。

濾甚墟 繹鐵鰺糧                   ‐

指導講画の作成で参考にしてい感資料を調査するた鼈多

図 4に示す 11項 目の選択肢を提示し,対象者に複数回答

をしてもらもた。委絹寵進嗣買目は,指導計睡望の機奪成に彦野挙に

なる驚筆者ガ考えた場ので雉るj

対象者全員が技術 餅家庭科学習指導要領 (解説も含む)

を選択した。また事全体の傾向として技籠分野の教科書 ,

昨年度饂指導計画壱選択す褥害』合ガ高しヽ。加えて若手は,

教科書会社の指導案タインタ轟ネットを選択すほ書』合が他

の年代ようち高い。

そ酵他的国答として,他の教員の指導計画や研究発表会
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等で配布される指導計画を利用しているとの答えが得ら

れた。

4.5 質Fp5 5

指導計画の作成で苦労していることを調査するため,対

象者に自由記述をしてもらった。内容の一部を以下に示

す。なお,得られた内容は筆者が 4項目に分類した。

時間数の少なさ (10名 )

●授業数が多くないので後から「これをやってみ

たい」と思ってもなかなかできない 【在職 8年】

・ 時間をかけて学習させた_い ことが多いが総時数

が制限されているので取捨選択しなければなら

ないケースが多々ある 【在職 26年】

・ 授業時数が少ないのでやりたいことができない

【在職 30年】

指導内容について (7名 )

●生徒の思考の流れに沿って計画したいが,学習

指導要領の内容が全て含められない 【在職 7年】

・ 教科書を使用することが少なく,実際の題材等

に自由度があらた (各中学校に任されていた)

ため,どんな内容で何を扱うのか 【在職 20年】

・ 学習指導要領に準拠することはもちろん,授業

する題材をどうするかに悩んでいる

【在職 35年】

前任者について (4名 )

・ 転任 1年 目の 2・ 3年生の計画 【在職 2年】

・ 移動した学校で前任者とのすりあわせをするこ

との困難さ 【在職 20年】

・ 前任者とのつながり:それぞれの分野が明確で

ない部分が多いため 【在職 29年】

教材費について (3名 )

・ 教材の予算 【在職 4年】

・ 教材が高く,実施したいができないため,指導

計画の変更をしなくてはならない 【在職 7年】

・ 備品や消耗品 (の こぎりの数, ドライバや半田

ゴテの数,制御教具など)【在職 19年】

4.6 質FD5 6

教員が指導計画を作成する背景となる,生徒に身につけ

させたいものとして,どのような事項があるかを調査する

ため,対象者に自由記述をしてもらった。以下にその一部

を示す。

●ものがつくられるまでの流れ,隠された裏の面を知

り,も のができるまでの流れを体験させたい

【在職 7年】

・ 家庭生活,社会生活において問題を解決し続けよう

とする態度 【在職 19年】

・ 先人の持つ技術のすばらしさへの感動する心の育成,

今ある技術を生かし創造発展させる力 【在職 27年】

・ 先を見通し実践する力,新しい世界への興味関心

【在職 32年】

5。 考 察

標準的な指導計画の調査では,教科書会社が提案する参

考資料を取り上げたが,指導内容・項目の関連はごく一部

に留まっている現状であった。また,指導内容・項目の関

連として示されているものは,学習指導要領解説で示され

ているものだけであり,新たな提案が行われていない。

現職教員への調査では,図 2の結果より,現職の技術科

教員が指導計画の視点として考えているものに,3学年間

の見通しと学習指導要領への準拠が挙げられた。指導内

容・項目の関連は,中堅とベテランがわずかに選択してい

るものの,多 くの教員にとって優先順位が低いことがわか

る。しかし図 3では,すべての年代で指導内容・項目の関

連が選択されていない。このため,指導内容・項目の関連

が必要であることは確かである。つまり,指導内容・項目

の関連は現職教員がこれまで取り組みにくかった事項であ

ると考えられる。したがって,指導内容 :項目の関連を意

識した指導計画の作成方法の提案は意義がある。

6。 指導計画 の作成方 法の提案

前節の考察を踏まえ,指導計画に「テーマ」を設定し作

成することを`提案する。ここでテーマとは,指導計画全体

に影響を与え,3学年間の各指導内容を方向付けるもので

ある。具体的なテーマとして筆者が提案するものに,総合

的な学習の時間における学習課題 15)がぁる。

表 2は例示 16)さ れている学習課題をまとめたものであ

る。このような内容をテーマとして設定することで,指導

計画の作成において 2つ の利点が得られる。

1つ 目は,テーマにより指導内容に有機的な関連が生ま

れることである。指導内容同士に有機的な関連があるこ

78
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表 2学習課題の例

横断的・総合的な課題

国際   情報   環境  資源エネルギー

福祉    健康    食    科学技術

生徒の興味・関心に基づく課題

ものづ くり  生命

地域や学校の特色に応じた課題

町づくり  伝統文化 地域経済    防災

職業や自己の将来にかかわる課題

職業   勤労

※今,求められる力を高める総合的な学習の時間の展開 pp.72-73を もとに作成

とで,生徒は技術科の学習意義を理解 しやす くなる。例え

ば,生徒が第 1学年の最初に履修するガイダンス時に,3
学年間で学習するテーマを伝えることで,学習内容の見通

しが立つ。

2つ 目は,前任者からの引き継ぎが容易になることであ

る。指導計画に具体的なテーマが設定されることで,後任

の教員は前任者がどのような考えで指導計画を作成してい

たか理角翠すること力]で きる。

現職教員への調査結果では,質問 5の 回答より前任者

との引継ぎに関する苦労が経験のある教員にも見られた。

これは,質問 6の回答から分かるように,教科に対する考

えが教員によって異なるためであると考える。そのため ,

前任者の指導計画がどのような考えに基づいて作成されて

いたのか,後任の教員が理解するための情報 としてテーマ

が有効に機能すると考えられる。

7.提 案に基づ く具体例

前節の提案に基づき,具体的な指導題材を例示する。

7.1 テーマ「防災」

テーマ設定理由

平成 23年 3月 11日 に発生 した東日本大震災は我々に

様々な課題を突きつけた。地震・津波の恐ろしさや発電所

に関する問題は,直接被害を受けていない人々の生活まで

も影響が出ている。そこで,これからの社会を構成する生

徒に「防災Jを テーマとして技術科の指導計画を構成する

ことで,技術の授業と社会とのつながりを意識させる。特

に,「エネルギー変換に関する技術」では製作を通して発

電の仕組みを理解させたい。関連して,原子力発電所の是

非などを考えることで,技術を評価・活用する力につなげ

ていきたい。そして,自 己の生活を向上させるための基礎

的 。基本的な知識や技術を身に付けさせることを目的とし

たい。

表 3は ,防災をテーマにした場合に考えられる指導題材

例である。

表 3防災をテーマにした指導題材例

内容 題材例

材料と加工

エネルギー変換

生物育成

晰彗幸艮

地震対策を考えた棚づくり

災害時に使える手回し発電ライト

塩害に強い野菜の栽培

災害救助レスキューロボットの制御

7.2 テーマ「福祉 口健康」

テーマ設定理由

平成 23年版の高齢社会白書によると,日 本は 5人に 1

人が 65歳以上の高齢者である 17)。 そして,高齢者だけで

なく社会を構成する全ての人々に対する福祉を考える言葉

として「バリアフリー」や「アクセシビリティ」が認知さ

れている。また,社会問題として産地偽装や放射能汚染と

いった問題が明らかになり,食への不安や健康への関心が

強くなっている。そこで,生徒に「福祉・健康」をテーマ

として技術科の指導計画を構成することで,社会的課題に

対する関心を高めさせることを目的としたい。特に,もの

を設計・製作するときには,使う対象者を意識させること

を通して,社会とのかかわりを実感させる。また,持続可

能な社会を構成する一員として,使用する材料の選定や再

資源化しやすい設計を指導することで,環境とのかかわり

を実感させる。

表 4は,福祉・健康をテーマにした場合に考えられる指

導題材例である。

表 4福祉 "健康をテーマにした指導題材例

内容 題材例

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

A材料 と加工

Bエ ネルギー変換

C生物育成

D'情報

握 りやすい「取っ手」付きの箱づくり

介護のための重い物を持ち上げる機構

安心・安全に食べられる野菜づくり

自動で掃除するロボットの制御

8。  ま とめ

標準的な指導計画として,技術科の教科書会社の公開

する参考資料を分析した。その結果,指導内容 。項目の関

連があまり考慮されていないことがわかった。また,現職
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教員への調査から,指導計画の作成の視点を明らかにし,

指導内容・項目の関連が強く意識されていないことがわ

かった。

これに基づき,総合的な学習の時間に設定されている学

習課題を,技術科の授業における「テーマ」と位置づけ,

指導計画の作成に利用することを提案した。この提案によ

り,指導内容 。項目に有機的な関連が生まれる。また,ア
ンケー ト調査から前任者との引継ぎに関する問題が明らか

になったが,「テーマ」の設定は,前任者からの引き継ぎが

容易になる効果も考えられる。

指導する内容が多岐にわたり,扱 う題材が日々変化する

可育酔性がある技術科にとって,「 テーマ」により各題材を

まとめることは,教員が生徒に身につけさせたいと考える

ものを明確にさせる。そのため,生徒は「テーマ」によっ

て技術科の授業に意義を感じ,こ れまで以上に積極的な授

業参加が図られると期待される。

今後は,現職の技術科教員との連携を図り,提案した方

法による指導計画の作成を広めるとともに,「 テーマ」に

対応する教材開発を行いたい。

最後に,本研究の調査のために協力してくださった技術

科の諸先生方にお礼を申し上げます。
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